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い
の
ち
の
日

納
め
の
金
毘
羅
、
埼
玉 

氷
川
神
社
大
湯
祭
本
祭
、
世
界
人
権
デ
ー

大
雪(

〜
21
日)

福
岡
・
東
京 

納
め
の
水
天
宮

神
奈
川 

秋
葉
山
火
防
祭

人
権
週
間(

〜
10
日)

事
納
め
、
納
め
の
薬
師
、
針
供
養

納
め
の
大
師
、
冬
至

大
阪 

成
田
山
不
動
尊
納
め
不
動
、
官
公
庁
御
用
納
め

大
晦
日
、
年
越
し
、
年
越
し
の
祓

ク
リ
ス
マ
ス
、
京
都 

北
野
天
満
宮
終
い
天
神

ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ヴ
、
納
め
の
地
蔵
、
終
い
愛
宕

年
賀
郵
便
特
別
扱
い
開
始
、
三
重 

伊
勢
神
宮
月
次
祭(

〜
25
日
）

東
京 

泉
岳
寺
義
士
祭

奈
良 

春
日
若
宮
お
ん
祭(

15
日
〜)

東
京 

浅
草
寺
歳
の
市
羽
子
板
市(

〜
19
日)

正
月
事
始
め

東
京 

世
田
谷
ボ
ロ
市(

15
〜
日)

国
際
障
害
者
デ
ー

京
都 

大
根
焚
き
開
始
、
埼
玉 

秩
父
夜
祭(

〜
６
日)
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終
活
に
向
け
て
整
理
を
始
め
る

方
も
い
る
5
0
代
。
様
々
な
書
類

も
整
理
し
て
身
軽
な
6
0
代
を
迎

え
る
準
備
を
し
て
お
き
た
い
と
こ

ろ
。「
一
見
不
要
に
見
え
て
も
、
あ

と
に
な
っ
て
必
要
だ
っ
た
！
と
い

う
書
類
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が

必
要
で
す
」
と
い
う
の
は
、
フ
ァ

イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
下

村
志
保
美
さ
ん
。
詳
し
く
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

❶
保
険
証
券
の
原
本

　

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
社
会
で
す
が
、

紙
の
ま
ま
取
っ
て
お
き
た
い
の
は

保
険
証
券
。
処
分
し
て
し
ま
っ
て

も
保
障
内
容
が
無
効
に
な
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
保
険
の
見
直

し
の
際
や
、
も
し
も
の
と
き
に
家

族
が
確
認
す
る
た
め
に
あ
る
と
便

終活で捨ててはいけない3つの書類
2024年10月28日　ESSE-online

利
。
再
発
行
も
可
能
で
す
が
、
手

間
と
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
わ
か

り
や
す
い
場
所
に
保
管
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

❷
直
近
7
年
分
の
預
金
通
帳

　

相
続
発
生
7
年
前
に
贈
与
が

あ
っ
た
場
合
、
生
前
贈
与
加
算
の

対
象
と
な
り
お
金
の
流
れ
が
わ
か

る
資
料
と
し
て
通
帳
が
必
要
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
こ

の
場
合
、
難
し
い
の
は
「
相
続
発
生

前
の
7
年
」で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

いつ
相
続
が
発
生
す
る
か
は
だ
れ
に

も
わ
か
ら
な
い
の
で
、
直
近
7
年
分

の
通
帳
は
残
し
て
お
い
た
方
が
い
い

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
す
で
に

処
分
し
て
し
まっ
て
手
元
に
な
い
と

か
、
ネ
ッ
ト
銀
行
の
よ
う
な
そ
も
そ

も
通
帳
が
な
い
場
合
は
、
相
続
発

生
時
に
口
座
の
明
細
を
取
り
寄
せ

る
こ
と
で
対
応
可
能
で
す
が
コス
ト

が
か
か
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
通
帳

が
あ
れ
ば
残
し
て
お
い
た
方
が
安
心

で
す
。

❸
不
動
産
売
買
契
約
書

　

持
ち
家
の
場
合
、
取
っ
て
お
き

た
い
書
類
。
と
く
に
こ
の
中
で
不

動
産
売
買
契
約
書
は
不
動
産
売

却
時
に
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

家
計
の
金
融
行
動
に
関
す
る
世
論

調
査
に
よ
る
と
、
5
0
代
の
も
ち

家
率
は
7
1
・
9
％
と
の
こ
と
。

そ
し
て
こ
の
時
期
に
住
宅
ロ
ー
ン

を
完
済
さ
せ
る
方
も
。「
や
っ
た
！

完
済
し
た
！
じ
ゃ
あ
、
も
う
契
約

書
は
不
要
だ
よ
ね
」
と
、
書
類
も

処
分
し
た
く
な
る
気
持
ち
に
も
な

り
ま
す
が
、
そ
の
契
約
書
が
な
い

ば
か
り
に
自
宅
を
売
却
し
た
際
、

取
得
費
と
し
て
控
除
さ
れ
る
金
額

が
大
幅
に
減
り
、
税
金
が
本
来
よ

り
多
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

書
類
の
保
管
は
厳
選
す
る

　

手
放
し
て
も
問
題
な
い
書
類
を

捨
て
ず
に
な
ん
で
も
か
ん
で
も

取
っ
て
お
く
と
、
今
度
は
不
要
な

書
類
に
重
要
な
書
類
が
紛
れ
込
ん

で
し
ま
い
、
必
要
な
と
き
に
見
つ
か

ら
な
か
っ
た
り
、
間
違
え
て
捨
て
て

し
ま
う
リ
ス
ク
も
。
書
類
整
理
の

目
的
は
、
必
要
な
と
き
に
必
要
な

書
類
が
す
ぐ
に
見
つ
か
る
こ
と
。

今
回
お
伝
え
し
た
3
つ
の
書
類
を

ご
参
考
に
、
不
要
な
書
類
か
ら
整

理
を
進
め
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

１日（1958年）

１万円札が初めて発行。
図柄の聖徳太子は、昭和
25 年発行の千円札に
ついで２度目の登場。

初の１万円札
が発行される

2日（1960年）

石原裕次郎はデビュー
前から女優の北原三枝
のファンで、いくつかの
映画で共演もしていた。

石原裕次郎と
北原三枝が結婚

3日（1959年）

東京都で日本初の個人
タクシーに営業許可が
おりる。優良運転手
173 人を対象に許可さ
れる。

日本初の
個人タクシー

4日（1963年）

山陽スコットが『スコッ
ティ・トイレットティ
シュー75m』を発売し、
全国的に広く出回る。

ティッシュペ
ーパーが発売

7日（1958年）

東京タワーの公開が開
始。10月14日に完工、
12月23日に完工式が
行われ、正式な営業を開
始。

東京タワー
公開開始

8日（1980年）

ビートルズのメンバー
の一人、ジョン・レノ
ンが自宅前で狂信的な
ファンに射殺され死亡
する。

ジョン・レノン
が射殺される

9日（1911年）

浪曲家の桃中軒雲右衛
門が浪花節をレコード
に録音。日本初の両面版
SP レコードの吹き込
みとなる。

日本初のレコ
ード吹き込み

10日（1948年）

人間の自由・尊厳・権
利の平等を謳った世界
人権宣言が国連総会で
全会一致で採択される。

世界人権宣言
が採択

13日（1901年）

思想家の中江兆民が亡
くなり、死亡広告で初め
て告別式という言葉が
使われる。

日本初の
告別式

自動車生産台
数が世界一に

14日（1911年）

ノルウェーの探検家の
ロアルド・アムンゼン
と 4 人の隊員が、世界
初の南極点到達を果た
す。

アムンゼン隊
が南極点到達

15日（1974年）

国民的な人気でファン
を魅了した競走馬「ハイ
セイコー」が、引退レー
スの有馬記念に出走し
た。2000年に死去。

ハイセイコー
引退レース

16日（1890年）

東京市内と横浜市内の
間で電話交換が開始さ
れる。東京で155件、横
浜で42件が加入。

日本初の電話
事業が開始

20日（1952年）

東京の青山に「東京ボウ
リングセンター」が開
場。日本で初めての民間
ボウリング場となる。

日本初の民間
ボウリング場

21日（1969年）

NHK が日本初の音声多
重の実験放送を行う。
1982 年にテレビによ
る音声多重放送が開始。

初の音声多重
の実験放送

22日（1885年）

内閣制度が創設され、明
治維新の立役者の一人、
伊藤博文が初代の内閣
総理大臣に就任。

伊藤博文が
初代首相に

25日（1952年）

ラジオ関西で、日本の放
送局で初の電話リクエ
スト番組をクリスマス
特番として放送。

日本初の電
話リクエスト

26日（1934年）

日本初のプロ野球球団
「大日本東京野球倶楽
部」が結成される。選手
は沢村栄治など19人。

初のプロ野球
球団結成

5日（1957年）

当時のソ連で世界初の
原子力砕氷船「レーニン
号」が進水。厚さ2mの
氷を砕くことができる。

世界初の原子力
砕氷船が進水

6日（1920年）

薬品会社の近江兄弟社
が外皮用薬『近江兄弟社 
メンターム』を発表。全
国の家庭で愛用される。

国内でメンソレ
ータムを販売

11日（1957年）

初めて100円硬貨が発
行される。それまでの板
垣退助の肖像画が描か
れた紙幣と併用される。

100 円硬貨が
発行

12日（1980年）

この年の日本の自動車
生産台数が100万台を
突破し、アメリカを抜
き世界一となる。

17日（1952年）

京阪電鉄が「京阪スー
パーマーケット」を開
店。スーパーマーケット
という名称が初めて使
用された。

日本初のスーパー
マーケット

18日（1914年）

駅舎はレンガ造りの 3
階建てで、ドームの屋根
を持つ豪壮華麗な建物。
12月20より営業開始。

東京駅の完成式
が行なわれる

23日（1990年）

第二次競馬ブームの立
役者となった競争馬「オ
グリキャップ」が第35
回有馬記念で優勝し、引
退。2010年に死去。

群馬と新潟の間にある、
長さ 9704m のトンネ
ル。２年後開通。川端康
成の『雪国』にも登場。

オグリキャップ
引退レース

24日（1968年）

人類史上初めて月をま
わる軌道を飛行。宇宙飛
行士は月面を「砂のよう
な世界だ」とリポート。

アポロ 8号が
月周回旅行

29日（1929年）
清水トンネル
が貫通

文部省（現文部科学省）
が6・3・3制教育制度
が決定する。1947年４
月より実施される。

30日（1946年）
6・3・3制
教育制度決定

NHK の紅白歌合戦が開
場に観客を入れての公
開放送となる。以後、大
晦日の恒例になる。

31日（1953年）
紅白歌合戦
初の公開放送

27日（1958年）

国民健康保険事業の健
全な運営確保と社会保
障及び国民保険の向上
寄与を目的とした法律。

国民健康保
険法が公布

28日（1925年）

文部大臣の許可により、
東京と大阪の相撲が合
同して、財団法人大日本
相撲協会が設立される。

大日本相撲協会
が設立

12月（師走・December）

19日（1955年）

原子力の平和利用と「民
主的・自主的・公開」の
3原則を定めた「原子力
基本法」が公布される。

原子力基本法
が公布
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「
ス
マ
ー
ト
ス
ピ
ー

カ
ー
」
で
見
守
り

　

下
伊
那
郡
・
平
谷
村
で
ス

マ
ー
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
を
活
用

し
た
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
が
始

ま
り
ま
し
た
。「
朝
の
お
薬
は

飲
み
ま
し
た
か
？
」「
は
い
、

わ
か
り
ま
し
た
」。
音
声
で
呼

び
か
け
る
ス
マ
ー
ト
ス
ピ
ー

カ
ー
。
こ
れ
は
日
本
郵
便
が

独
自
に
開
発
し
た
サ
ー
ビ
ス

で
利
用
者
の
生
活
状
況
や
食

事
、
薬
の
情
報
な
ど
を
管
理

し
、
自
治
体
や
家
族
と
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ビ
デ
オ
通
話
の
ほ
か
、
緊

急
時
の
防
災
情
報
な
ど
も
受

信
で
き
、ス
マ
ー
ト
ス
ピ
ー

カ
ー
の
呼
び
掛
け
に
1
日
反

応
が
な
い
場
合
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
の
ス
タ
ッ
フ
が
訪
問

す
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

平
谷
村
で
は
現
在
、
5
世

帯
の
高
齢
者
が
使
用
し
て
い

て
、
今
後
は
希
望
者
に
対
し
、

県
の
補
助
金
を
申
請
し
な
が

ら
追
加
し
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

2
0
2
4
年
9
月
1
2
日 

　
毎
日
新
聞

2
0
2
4
年
1
1
月
1
日

株
式
会
社
パ
ッ
ク
・
エ
ッ
ク
ス

2
0
2
4
年
1
0
月
2
4
日
　
共
同
通
信

8
0
歳
以
上
で
も
働
け
る
が
7
割

シ
ニ
ア
に
聞
い
た
仕
事
の
本
音

　
シ
ニ
ア
世
代
の
仕
事
観
に

つ
い
て
、
民
間
企
業
が
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

回
答
し
た
高
齢
者
の
約
7
割

が
「
8
0
歳
以
上
で
も
働
く

こ
と
が
で
き
る
」
と
回
答
し

た
。
回
答
者
は
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
の
代
行
業
務
に
従
事
す

る
6
5
〜
9
1
歳
の
男
女

5
4
0
人
。
そ
ん
な
元
気
な

シ
ニ
ア
た
ち
は
や
っ
て
み
た

い
仕
事
や
、
仕
事
で
得
た
収

入
の
使
い
道
に
つ
い
て
ど
う

答
え
た
の
か
。

　

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
定

年
後
に
働
き
始
め
た
理
由
は

①
健
康
の
た
め
②
生
活
・
医

療
費
の
た
め
③
自
由
な
時
間

が
あ
っ
た
た
め
―
の
順
に
多

い
。
他
に
も
「
社
会
参
加
の

た
め
」「
ず
っ
と
家
に
い
た
く

な
か
っ
た
」
な
ど
が
あ
っ
た
。

働
け
る
と
思
う
年
齢
に
つ
い

て
は
実
際
に
働
き
始
め
て
か

ら
の
意
識
の
変
化
が
大
き
い

よ
う
だ
。「（
定
年
後
に
働
き

始
め
る
前
は
）
何
歳
ま
で
働

け
る
と
思
っ
て
い
た
か
」
と
の

問
い
に
、
7
0
〜
7
9
歳

（
2
2
8
人
）、
8
0
〜
8
9
歳

（
2
4
0
人
）、
9
0
歳
以
上

（
2
8
人
）だ
っ
た
。
だ
が
、「何

歳
ま
で
働
け
る
と
思
う
か
」

へ
の
回
答
は
、
7
0
〜
7
9
歳

（
1
1
5
人
）、
8
0
〜
8
9
歳

（
3
1
5
人
）、
9
0
歳
以
上

（
5
9
人
）
で
、
約
7
割
が

「
8
0
歳
以
上
」
と
な
っ
た
。

自
由
記
述
欄
に
は
、
働
く
こ

と
が
生
き
が
い
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら

れ
た
。「
自
身
の
子
育
て
の
反

省
も
込
め
て
、
今
の
親
世
代

の
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
い
」「
仕

事
を
通
し
て
、
楽
し
く
会
話

を
し
た
い
」と
い
っ
た
内
容
だ
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
の
で

あ
れ
ば
や
っ
て
み
た
い
仕
事

に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
ほ

ぼ
半
数
が
「
今
の
仕
事
で
満

足
・
特
に
な
い
」
と
答
え
た
。

一
方
で
、「
営
業
・
事
務
・
経

営
な
ど
会
社
で
の
仕
事
」

（
4
3
人
）、「
介
護
・
福
祉
」

（
2
9
人
）
と
回
答
し
た
人
も
い

た
。
会
社
員
と
し
て
の
経
験
を

生
か
し
た
り
人
を
喜
ば
せ
て
助

け
に
な
っ
た
り
し
た
い
と
い
う

思
い
の
表
れ
だ
と
い
う
。
ま
た
、

配
偶
者
が
い
る
人
を
対
象
に
し

た
「
働
き
始
め
て
か
ら
家
族
関

係
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
か
」

と
の
質
問
に
は
、
回
答
者
の
う

ち
「
家
族
関
係
が
良
く
な
っ
た
」

と
答
え
た
人
が
男
性
で

2
6
％
、
女
性
で
3
0
％
い
た
。

「
悪
く
な
っ
た
」
と
い
う
回
答
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
自
宅
に
こ
も

ら
ず
に
適
度
な
距
離
が
生
ま
れ

た
こ
と
が
良
好
な
関
係
の
要
因

に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
収
入

の
使
い
道
に
つ
い
て
は
、「
趣
味・

娯
楽
費
」
が
半
数
を
超
え
、
次

い
で
「
生
活
費
」「
貯
金
」
が
多

か
っ
た
。
希
望
収
入
額
は

「
1
0
万
円
」が
最
も
多
か
っ
た
。

同
社
の
担
当
者
は
調
査
結
果
を

踏
ま
え
、「
就
労
に
よ
る
『
社
会

参
加
』
が
孤
独
を
防
ぎ
、
心
と

体
に
健
康
を
も
た
ら
し
て
い
る

と
思
う
」
と
話
す
。

掲
載
無
料
の
葬
儀
社

専
門
求
人
サ
イ
ト

　

人
材
紹
介
業
を
展
開
す
る

株
式
会
社
パ
ッ
ク
・
エ
ッ
ク

ス
（
東
京
都
）
は
、
こ
の
た
び

新
た
に
掲
載
料
無
料
の
葬
儀

業
界
に
特
化
し
た
自
社
求
人

サ
イ
ト
【
葬
儀
の
求
人
】
を

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
葬
儀

の
求
人
は
完
全
成
功
報
酬

型
。
成
功
＝
応
募
者
の
入
社

と
な
り
掲
載
後
、
何
名
面
接

し
て
も
採
用
さ
れ
る
ま
で
費

用
は
一
切
発
生
し
ま
せ
ん
。

（
採
用
者
が
9
0
日
以
内
に

退
社
し
た
場
合
の
返
金
制
度

も
設
け
て
い
ま
す
。）

　

求
人
掲
載
時
に
企
業
様
の

採
用
基
準
を
お
伺
い
し
ま
す

の
で
、
基
準
外
の
応
募
者
へ

の
対
応
は
全
て
株
式
会
社

パ
ッ
ク
・
エ
ッ
ク
ス
が
行
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
企
業
の
採

用
担
当
者
様
は
基
準
を
満
た

し
た
経
歴
の
方
の
対
応
の
み

と
な
り
、
採
用
に
費
や
す
時

間
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

2
0
2
4
年
9
月
2
0
日
　
テ
レ
ビ
信
州 

コ
ロ
ナ
死
年
間
3
万

2
千
人
、
5
類
移
行
後

イ
ン
フ
ル
の
1
5
倍

 　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
5

類
と
な
っ
た
2
0
2
3
年
5
月

〜
2
4
年
4
月
の
1
年
間
で
、

死
者
数
が
計
3
万
2
5
7
6
人

に
上
っ
た
こ
と
が
2
4
日
、
厚
生

労
働
省
の
人
口
動
態
統
計
で
分

か
っ
た
。
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
約
1
5
倍
と
格
段
に
多
く
、

大
部
分
を
高
齢
者
が
占
め
る
。

政
府
は
重
症
化
リ
ス
ク
の
低
下

を
理
由
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
類
型

を
引
き
下
げ
、
日
常
生
活
の
制

約
は
ほ
ぼ
な
く
な
っ
た
が
、
今

も
多
く
の
人
が
脅
威
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
。

　

人
口
動
態
統
計
の
う
ち
、
計

上
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
の
死
者

数
を
集
計
。
そ
の
結
果
、6
5

歳
以
上
が
約
9
7
％
だ
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
は
、
ウ
イ
ル
ス
が

次
々
と
変
異
し
て
高
い
感
染
力

を
持
つ
上
、
病
原
性
は
あ
ま
り

低
下
せ
ず
、
基
礎
疾
患
の
あ
る

高
齢
者
が
感
染
し
て
亡
く
な
っ

て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

※「PR TIMES」「@Press」は、企業や官公庁の報道機関向けプレスリリース情報を配信するサイトです。
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葬
儀
会
社
が
取
り
組
む

無
駄
を
出
さ
な
い
農
業

　

株
式
会
社
穴
太
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
（
千
葉
県
）
は
、
葬
儀
社
と
農
業

を
母
体
と
す
る
異
業
種
法
人
グ
ル
ー

プ
で
す
。
創
業
か
ら
3
5
年
余
り
、

地
域
の
皆
様
に
寄
り
添
い
な
が
ら
葬

祭
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
葬
儀
業
界
の
市
場
縮
小
に

伴
い
、2
0
1
3
年
に
農
業
生
産
法

人
を
興
す
に
至
り
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
に
伴
い
亡
く
な
る
方
が

減
る
傾
向
、
家
族
葬
へ
の
シ
フ
ト
に

よ
る
葬
儀
単
価
の
減
少
な
ど
を
鑑

み
、
事
業
戦
略
と
し
て
売
り
上
げ
の

拡
大
で
は
な
く
、
利
益
率
改
善
に
舵

を
切
り
ま
し
た
。
主
た
る
取
り
組
み

は
、
外
注
業
務
の
内
製
化
で
す
。
ま

ず
は
葬
儀
で
使
う
生
花
の
仕
入
れ
や

仕
出
し
料
理
の
製
造
を
内
製
化
し
、

コ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
利
益
確
保

の
仕
組
み
を
確
立
し
ま
し
た
。
続
い

て
、
葬
儀
の
返
礼
品
に
使
え
る
商
品

づ
く
り
を
検
討
し
始
め
ま
し
た
。

　

紆
余
曲
折
を
経
て
た
ど
り
着
い

た
の
は
「
お
米
」で
す
。
お
米
は
返

礼
品
だ
け
で
な
く
、
仕
出
し
料
理
や

他
の
加
工
品
に
も
活
用
で
き
ま
す
。

2
0
1
3
年
に
北
海
道
栗
山
町
に
農

業
生
産
法
人
を
設
立
し
、
稲
作
を
開

始
し
ま
し
た
。
現
在
田
畑
の
面
積
は

5
2
h
a
ま
で
拡
大
し
て
い
ま
す
。

特
別
栽
培
米
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を

図
り
、
お
米
の
品
評
会
で
入
賞
す
る

こ
と
で
付
加
価
値
を
高
め
、「
自
分

た
ち
で
作
り
、
加
工
し
、
売
る
」こ

と
で
利
益
を
最
大
化
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
を
営
む
う
ち
、
米
作
り
に
は

思
い
の
ほ
か
廃
棄
物
が
多
い
と
い
う

こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
稲
刈
り
を

し
、籾
を
摺
っ
て
玄
米
に
す
る
と
「
籾

が
ら
」
が
出
ま
す
。
玄
米
を
精
米
す

る
際
に
は
「
米
ぬ
か
」
が
出
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
お
米
づ
く
り
の
過
程
で

は
「
規
格
外
米
」
も
で
て
き
ま
す
。

水
田
か
ら
出
る
副
産
物
を
再
利
用

し
て
商
品
化
す
る
こ
と
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
理
念
に
即
し
て
お
り
、
無
駄
を
出

さ
ず
環
境
に
配
慮
し
た
モ
ノ
づ
く
り

は
、
持
続
可
能
な
農
業
へ
の
貢
献
に

も
繋
が
り
ま
す
。

稲
藁
で
エ
コ
養
鶏
、

規
格
外
米
で
ス
イ
ー
ツ

　

稲
藁
を
水
田
か
ら
運
び
出
し
鶏

舎
に
敷
き
、
規
格
外
の
お
米
を
飼
料

と
し
て
放
し
飼
い
で
鶏
を
育
て
て
い

ま
す
。
平
飼
い
卵
を
つ
か
っ
た
プ
リ

ン
や
ス
イ
ー
ツ
の
販
売
も
行
っ
て
い

ま
す
。
規
格
外
の
お
米
は
甘
酒
の
原

料
と
し
て
も
活
用
し
て
い
ま
す
。
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
甘
酒
は
葬
儀
の
返
礼
品

や
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
、
直
営
店
舗
で
販
売

し
て
い
ま
す
。

籾
が
ら
は
固
形
燃
料
に

　

大
量
に
発
生
す
る
籾
が
ら
は
、
専

用
の
製
造
機
を
導
入
し
「
モ
ミ
ガ
ラ

イ
ト
」
と
い
う
固
形
燃
料
に
変
え
て

い
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
や
薪
ス
ト
ー
ブ

で
活
用
で
き
、
燃
焼
後
は
田
畑
に
撒

く
こ
と
で
肥
料
と
し
て
土
に
還
す
こ

と
の
で
き
る
エ
コ
燃
料
で
す
。

米
ぬ
か
で
肌
も
心
も
満
た
す

お
米
タ
オ
ル
と
化
粧
品

　

米
ぬ
か
を
練
り
こ
ん
だ
繊
維
で
つ

く
る
お
米
タ
オ
ル
を
商
品
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
に
加
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
米

ぬ
か
が
も
つ
保
湿
効
果
に
着
目
し
、

米
ぬ
か
エ
キ
ス
を
配
合
し
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
化
粧
品
も
開
発
し
ま
し
た
。

　
2
0
2
3
年
9
月
、
当
社
と
し
て

は
じ
め
て
の
展
示
会
参
加
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
来
場
さ
れ
た
バ
イ
ヤ
ー
様

の
お
声
が
け
に
よ
り
、2
0
2
4
年

1
月
に
新
宿
マ
ル
イ
本
館
に
て
、
同

年
2
月
に
は
大
丸
東
京
店
に
て
期

間
限
定
の
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ス
ト
ア
を

展
開
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
現
在
で

は
E
C
サ
イ
ト
を
中
心
に
直
営
店
舗

で
の
小
売
販
売
や
一
部
卸
販
売
、シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
に
あ
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
で
の
期
間
限
定
出
店
も
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

当
社
は
、
食
料
を
生
産
す
る
こ
と

は
国
の
基
で
あ
り
、
美
し
い
田
園
風

景
を
未
来
に
つ
な
ぐ
こ
と
は
私
た
ち

の
使
命
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

大
量
に
作
っ
て
販
売
す
る
の
で
は
な

く
、
自
分
た
ち
で
原
料
か
ら
最
終
製

品
ま
で
手
掛
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

で
す
。今
後
も
農
業
の
未
来
を
考
え
、

地
域
課
題
に
取
り
組
み
な
が
ら
付

加
価
値
の
あ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
商
品
を

広
く
世
界
へ
届
け
て
い
き
ま
す
。

(3)  

率先励行   葬儀会館の取組み

12

2
0
2
4
年
1
0
月
3
0
日

ラ
イ
ブ
ド
ア
ニ
ュ
ー
ス

(
株
式
会
社
穴
太
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス)

※掲載の記事内容は、出典元の情報をできる限りそのまま引用していますがスペースの都合上、一部内容を編集させていただいております。

鎌
倉
新
書
主
催
、
第
一
回
「
終

活
川
柳
大
賞
」の
佳
作
を
ご
紹

介
。
終
活
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
、

ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描
い
て
い
ま
す
。

終
活
川
柳

株
式
会
社
鎌
倉
新
書

コ
レ
カ
ラ
終
活
フ
ェ
ア
運
営
事
務
局

ありがとう
こちらのほうこそ
ありがとう

（クッキー 広島県 41歳）

ふと思う
生きてて今が
1 番かも

（あみちゃん 大阪府 74歳

我が子なし
母なる地球に
遺贈する

（日本財団/2024
ゆいごん川柳大賞）
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「
故
人
様
と
同
じ
日
に
、

こ
ん
な
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
い
ま
す
…
」

そ
ん
な
一
言
を
き
っ
か
け
に
、

傷
心
の
喪
主
様
へ
、
さ
り
げ
な
い
い
た
わ
り
の
お
声
が
け
を
。

一

日

（
日
）

二

日

（
月
）

三

日

（
火
）

四

日

（
水
）

五

日

（
木
）

六

日

（
金
）

七

日

（
土
）

八

日

（
日
）

九

日

（
月
）

十

日

（
火
）

十
一
日
（
水
）

十
二
日
（
木
）

十
三
日
（
金
）

十
四
日
（
土
）

十
五
日
（
日
）

十
六
日
（
月
）

十
七
日
（
火
）

十
八
日
（
水
）

十
九
日
（
木
）

二
十
日
（
金
）

二
十
一
日
（
土
）

二
十
三
日
（
月
）

二
十
四
日
（
火
）

二
十
五
日
（
水
）

二
十
六
日
（
木
）

二
十
七
日
（
金
）

二
十
二
日
（
日
）

嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
年
）

昭
和
十
九
年（
一
九
四
四
年
）

昭
和
五
十
五
年（
一
九
八
〇
年
）

明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
年
）

明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
年
）

大
正
五
年（
一
九
一
六
年
）

慶
應
三
年（
一
八
六
七
年
）

慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
年
）

寛
政
十
年
（
一
七
九
八
年
）

寛
政
三
年（
一
七
九
一
年
）

明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
年
）

昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
年
）

慶
應
三
年
（
一
八
六
七
年
）

昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
年
）

昭
和
三
十
八
年（
一
九
六
三
年
）

平
成
九
年
（
一
九
九
七
年
）

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
年
）

平
成
三
年
（
一
九
九
一
年
）

平
成
五
年
（
一
九
九
三
年
）

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
年
）

昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
年
）

昭
和
五
十
二
年（
一
九
七
七
年
）

平
成
九
年（
一
九
九
七
年
）

慶
長
元
年
（
一
五
九
六
年
）

慶
應
三
年
（
一
八
六
七
年
）

平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
年
）

平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
年
）

     
 

  

 

  
 

 
 

    

   
 

   

二
十
九
日
（
日
）

三
十
日
（
月
）

二
十
八
日
（
土
）

三
十
一
日
（
火
）

昭
和
十
年（
一
九
三
五
年
）

平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
年
）

昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
年
）

昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
年
）

友
引

友
引

友
引

友
引

友
引

(4)  
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「
故
人
様
と
同
じ
日
に
、

こ
ん
な
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
い
ま
す
…
」

そ
ん
な
一
言
を
き
っ
か
け
に
、

傷
心
の
喪
主
様
へ
、
さ
り
げ
な
い
い
た
わ
り
の
お
声
が
け
を
。

一

日

（
日
）

二

日

（
月
）

三

日

（
火
）

四

日

（
水
）

五

日

（
木
）

六

日

（
金
）

七

日

（
土
）

八

日

（
日
）

九

日

（
月
）

十

日

（
火
）

十
一
日
（
水
）

十
二
日
（
木
）

十
三
日
（
金
）

十
四
日
（
土
）

十
五
日
（
日
）

十
六
日
（
月
）

十
七
日
（
火
）

十
八
日
（
水
）

十
九
日
（
木
）

二
十
日
（
金
）

二
十
一
日
（
土
）

二
十
三
日
（
月
）

二
十
四
日
（
火
）

二
十
五
日
（
水
）

二
十
六
日
（
木
）

二
十
七
日
（
金
）

二
十
二
日
（
日
）

嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
年
）

昭
和
十
九
年（
一
九
四
四
年
）

昭
和
五
十
五
年（
一
九
八
〇
年
）

明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
年
）

明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
年
）

大
正
五
年（
一
九
一
六
年
）

慶
應
三
年（
一
八
六
七
年
）

慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
年
）

寛
政
十
年
（
一
七
九
八
年
）

寛
政
三
年（
一
七
九
一
年
）

明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
年
）

昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
年
）

慶
應
三
年
（
一
八
六
七
年
）

昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
年
）

昭
和
三
十
八
年（
一
九
六
三
年
）

平
成
九
年
（
一
九
九
七
年
）

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
年
）

平
成
三
年
（
一
九
九
一
年
）

平
成
五
年
（
一
九
九
三
年
）

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
年
）

昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
年
）

昭
和
五
十
二
年（
一
九
七
七
年
）

平
成
九
年（
一
九
九
七
年
）

慶
長
元
年
（
一
五
九
六
年
）

慶
應
三
年
（
一
八
六
七
年
）

平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
年
）

平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
年
）

     
 

  

 

  
 

 
 

    

   
 

   

二
十
九
日
（
日
）

三
十
日
（
月
）

二
十
八
日
（
土
）

三
十
一
日
（
火
）

昭
和
十
年（
一
九
三
五
年
）

平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
年
）

昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
年
）

昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
年
）

友
引

友
引

友
引

友
引

友
引

(5)  (5)  
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2
0
2
4
年
9
月
2
3
日

時
事
ド
ッ
ト
コ
ム

　

結
婚
式
場
大
手
の
テ
イ
ク

ア
ン
ド
・
ギ
ブ
（
東
京
都
）
が

手
が
け
る
墓
参
り
代
行
サ
ー
ビ

ス
「
き
た
よ
」。
こ
の
サ
ー
ビ
ス

を
始
め
た
の
は
、コ
ロ
ナ
禍
に

あ
っ
た
2
0
2
0
年
1
2
月
の

こ
と
だ
。
2
0
年
の
依
頼
件
数

は
約
5
0
件
に
と
ど
ま
っ
た

が
、
サ
ー
ビ
ス
の
認
知
度
が
上

が
る
に
つ
れ
増
加
し
、
2
3
年

は
約
4
5
0
件
の
墓
参
り
代
行

を
実
施
。一
年
を
通
じ
て
定
期

的
に
依
頼
す
る
顧
客
も
増
え

て
お
り
、
2
4
年
は
7
0
0
〜

8
0
0
件
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
「
お
客
様
は
、
5
0
代
以
上

が
8
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
お

墓
ま
で
の
距
離
が
遠
か
っ
た

り
、
健
康
問
題
や
猛
暑
の
影
響

が
あ
っ
た
り
し
て
、
自
分
で
は

お
参
り
が
で
き
な
く
な
っ
た
方

か
ら
の
依
頼
が
中
心
。
納
骨
な

ど
に
備
え
て
、『
事
前
に
掃
除

を
済
ま
せ
て
お
い
て
ほ
し
い
』

と
い
う
ニ
ー
ズ
も
多
い
で
す
」

と
ス
タ
ッ
フ
の
奥
野
さ
ん
。

　

中
に
は
、「
長
期
間
お
参
り

※掲載の記事内容は、出典元の情報をできる限りそのまま引用していますがスペースの都合上、一部内容を編集させていただいております。

ほ
っ
こ
り

タ
イ
ム

お
葬
儀
面
白
エ
ピ
ソ
ー
ド

343536

　

遺
品
整
理
の
経
験
が
あ
る

人
が
、こ
れ
か
ら
遺
品
整
理

を
す
る
人
に
向
け
た
ア
ド
バ

イ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。
大
切

な
故
人
の
遺
品
整
理
を
成
功

さ
せ
る
た
め
の
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

【
早
め
に
行
う
】

　

時
間
が
経
つ
と
遺
品
に
汚

れ
が
目
立
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

故
人
が
何
で
遺
品
を
持
っ
て

い
た
の
か
知
っ
て
る
人
と
連

絡
が
取
れ
な
く
な
っ
て
し
ま

う
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
遺

品
整
理
は
な
る
べ
く
早
く
す

る
の
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

（
3
0
代
女
性 

そ
の
他
）

【
期
限
を
決
め
る
】

　

絶
対
に
期
限
を
決
め
た
方

が
い
い
と
思
い
ま
す
。
あ
と
、

こ
れ
は
捨
て
な
い
で
と
か
、

1
番
思
い
い
れ
が
あ
る
方
に

し
て
も
ら
え
れ
ば
い
い
と
思

い
ま
す
。（
3
0
代
女
性 

故

人
の
子
供
）

【
生
前
整
理
を
行
う
】

　

自
分
達
で
や
る
の
は
す
ご

く
大
変
な
の
で
生
き
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
な
る
べ
く
生
前

整
理
を
や
っ
て
も
ら
い
、
可
能

な
ら
ば
業
者
を
頼
っ
た
方
が

早
く
終
わ
る
（
3
0
代
女
性 

故
人
の
子
供
）

【
業
者
に
依
頼
す
る
】

　

遺
品
整
理
以
外
に
も
故
人

に
関
す
る
手
続
き
が
山
ほ
ど

あ
り
ま
す
。
信
頼
で
き
る
業

者
に
お
願
い
す
る
か
、
普
段

か
ら
荷
物
を
少
な
く
生
活
さ

れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。（
5
0
代
女
性 

故
人
の

孫
・
ひ
孫
）

　

迅
速
な
対
応
と
事
前
準
備

が
大
切
で
あ
る
と
い
う
意
見

が
大
半
で
し
た
。
時
間
が
経

過
す
る
と
、
遺
品
の
状
態
だ

け
で
な
く
、
ご
遺
族
の
遺
品

整
理
に
対
す
る
精
神
力
が
悪

化
し
て
し
ま
う
と
い
う
ア
ド

バ
イ
ス
で
す
。

2
0
2
4
年
9
月
2
0
日
　
P
R 

T
I
M
E
S(

株
式
会
社
林
商
会)

遺
品
整
理
の
リ
ア
ル
2/2

を
し
て
お
ら
ず
、
町
並
み
が
変

わ
っ
て
お
墓
の
場
所
が
は
っ
き

り
分
か
ら
な
い
」
と
う
依
頼
者

も
い
る
。「
2
0
年
以
上
墓
参

り
さ
れ
て
い
な
い
方
の
依
頼

で
、
セ
ピ
ア
色
に
な
っ
た
写
真

を
手
が
か
り
に
、
探
偵
の
よ
う

に
お
墓
を
探
し
た
こ
と
も
あ
っ

た
」
と
奥
野
さ
ん
。つ
い
に
墓

を
特
定
し
て
一
報
す
る
と
、
依

頼
者
は
電
話
口
で
声
を
震
わ
せ

て
い
た
と
い
い
、
後
日
「
頂
い

た
報
告
書
は
仏
壇
に
飾
っ
て
い

ま
す
」
と
丁
寧
な
礼
状
が
届
い

た
と
い
う
。

浮
か
ぶ「
墓
じ
ま
い
ニ
ー
ズ
」

　

同
社
が
墓
参
り
代
行
サ
ー

ビ
ス
を
手
掛
け
る
中
で
、
新
た

に
浮
か
ん
だ
ニ
ー
ズ
も
あ
っ

た
。
墓
石
を
撤
去
し
て
更
地
に

す
る
「
墓
じ
ま
い
」
の
代
行
だ
。

墓
参
り
代
行
を
依
頼
す
る
際

に
「
い
ず
れ
自
分
の
代
で
墓
を

閉
じ
よ
う
と
思
っ
て
い
る
」
と

話
す
高
齢
者
が
目
立
っ
た
こ
と

か
ら
、
同
社
で
は
2
4
年
、
解

体
工
事
の
手
配
や
自
治
体
へ
の

申
請
な
ど
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
し
た
。
奥
野
さ
ん
は
「
核

家
族
化
が
進
ん
で
、
住
ま
い
と

墓
の
距
離
が
離
れ
て
い
る
方
が

非
常
に
増
え
て
い
る
」と
分
析
。

「
子
供
世
代
が
お
墓
の
継
承
を

嫌
が
っ
て
い
る
と
い
う
よ
り
、

む
し
ろ
親
世
代
が
『
お
墓
の
維

持
管
理
で
大
変
な
思
い
を
し
た

の
で
、
子
供
の
世
代
に
は
継
が

せ
た
く
な
い
』
と
考
え
て
い
る

ケ
ー
ス
が
多
い
」
と
話
す
。

　

奥
野
さ
ん
に
よ
る
と
、
墓
じ

ま
い
し
た
後
の
お
骨
は
、
納
骨

堂
や
合
同
墓
に
納
め
る
か
、
海

洋
散
骨
を
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い

と
い
う
。
実
際
に
、一
般
社
団

法
人
「
日
本
海
洋
散
骨
協
会
」

に
よ
る
と
、
協
会
加
入
企
業
か

ら
報
告
さ
れ
た
散
骨
施
行
件

数
は
過
去
4
年
間
で
2
倍
以
上

に
増
え
て
お
り
、
2
3
年
は
、

2
6
1
1
件
に
上
っ
た
。
協
会

の
担
当
者
は
「
墓
じ
ま
い
の

ニ
ー
ズ
と
共
に
、
海
洋
散
骨
自

体
の
認
知
度
も
上
が
っ
て
い

る
。コ
ロ
ナ
禍
で
葬
送
習
慣
の

簡
素
化
が
進
ん
だ
影
響
も
あ

る
の
で
は
な
い
か
」
と
語
っ
た
。

「
墓
探
し
」の
ニ
ー
ズ
も

墓
参
り
代
行
サ
ー
ビ
ス
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新ご供養アイテム あれこれ…

飲
め
る
ほ
ど
軟
ら
か

い「
や
わ
ら
か
和
菓
子
」

　

京
都
府
と
滋
賀
県
の
医

療
・
介
護
関
係
者
や
和
菓

子
職
人
が
高
齢
者
で
も
安

全
に
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
開

発
し
た「
や
わ
ら
か
和
菓
子
」

が
、
進
化
し
て
い
る
。
見
た

目
は
普
通
の
餅
や
団
子
だ

が
、
口
に
入
れ
る
と
飲
め
る

よ
う
な
気
が
す
る
ほ
ど
軟

ら
か
い
。
新
食
感
の
和
菓
子

と
し
て
も
期
待
さ
れ
る
一

方
、
種
類
の
充
実
や
新
た
な

開
発
手
法
の
研
究
も
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　

開
発
す
る
の
は
、
２
０
１

０
年
に
医
師
や
管
理
栄
養

士
ら
が
立
ち
上
げ
た
「
京
滋

摂
食
・
嚥
下
﹇
え
ん
げ
﹈
を

考
え
る
会
」。
ペ
ー
ス
ト
状

や
ゼ
リ
ー
状
の
介
護
食
が

主
流
の
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
職

人
ら
と
連
携
し
て
見
た
目

も
味
も
よ
い
食
品
作
り
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
開
発
し
た
の

は
、
京
料
理
の
介
護
食
や
、

む
せ
に
く
い
よ
う
に
と
ろ
み

を
つ
け
た
日
本
酒
、
気
管
に

入
り
に
く
い
よ
う
ば
ら
け
に

く
く
し
た
豆
腐
な
ど
。
和
菓

子
は
１
３
年
か
ら
府
生
菓

子
協
同
組
合
な
ど
と
連
携

し
、７
種
類
を
生
み
出
し
た
。

　

最
初
の
挑
戦
は
、
喉
に

詰
ま
る
危
険
性
が
高
い
餅

だ
っ
た
。
く
っ
つ
き
や
す
さ

を
抑
え
つ
つ
風
味
を
残
す
た

め
、
材
料
の
分
量
や
組
み
合

わ
せ
を
試
行
錯
誤
。
舌
の
上

で
ほ
ど
け
る
よ
う
な
新
食

感
の
合
わ
せ
餅
を
作
り
出

し
た
。
そ
の
後
、
み
た
ら
し

団
子
や
桜
餅
、
し
そ
餅
な
ど

も
誕
生
。
ど
れ
も
普
通
の
和

菓
子
と
見
た
目
や
味
を
ほ

と
ん
ど
変
え
ず
、
飲
み
込
み

や
す
さ
を
高
め
た
。「
子
も

食
べ
や
す
い
」「
新
ジ
ャ
ン

ル
の
和
菓
子
と
し
て
も
楽
し

め
る
」と
い
う
反
応
も
あ
り
、

介
護
食
に
と
ど
ま
ら
な
い

可
能
性
も
う
か
が
わ
せ
る
。

想
い
を
煙
に
の
せ
て

届
け
る
紙
の
お
香

 「
お
手
紙
香
」
は
、
特
別
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
や
、
内
に
秘
め

た
思
い
な
ど
、
大
切
な
人
に

感
謝
や
愛
情
を
伝
え
た
く

て
も
、
言
葉
に
で
き
な
か
っ

た
り
、
も
う
直
接
届
け
ら
れ

な
い
と
き
、
そ
の
お
気
持
ち

を
煙
に
昇
華
さ
せ
る
こ
と

で
、
心
の
整
理
や
グ
リ
ー
フ

ケ
ア
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

使
い
方
は
、
ま
ず
お
手
紙

香
に
、
自
分
の
今
の
気
持
ち

を
書
き
つ
づ
り
ま
す
。
1
枚

ず
つ
ち
ぎ
っ
て
、
火
を
灯
し

ま
す
。
炎
は
そ
っ
と
吹
き
消

し
ま
す
。
対
話
を
す
る
、
手

を
動
か
す
、香
り
を
感
じ
る
、

想
い
が
天
に
の
ぼ
る
様
子
を

静
か
に
見
守
る
こ
と
で
、
行

き
場
の
な
い
気
持
ち
が
整

理
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

2
0
2
4
年
1
0
月
3
1
日 

ま
い
ど
な
ニ
ュ
ー
ス

2
0
2
4
年
1
0
月
1
8
日

P
R 

T
I
M
E
S

（
株
式
会
社
フ
ェ
リ
シ
モ
）

【
心
が
整
う
お
み
お
く
り
】

　著
者
／
大
愚
元
勝

出
版
社
／
中
央
公
論
新
社

葬
儀
は
亡
き
人
の
た
め
な
ら

ず
。
生
き
て
い
く
人
の
心
を

ラ
ク
に
す
る
。
愛
知
県
・
福

厳
寺
の
住
職
で
あ
り
、

Y
o
u
T
u
b
e
「
大
愚
和

尚
の
一
問
一
答
」
で
人
気
の

大
愚
和
尚
が
、は
じ
め
て「
死

別
」
と
の
向
き
合
い
か
た
を

ア
ド
バ
イ
ス
す
る
一
冊
。
選

択
肢
の
増
え
た
弔
い
の
儀
式

か
ら
供
養
の
あ
り
か
た
ま

で
、
亡
き
人
と
向
き
合
う
こ

と
が
、
残
さ
れ
た
人
が
未
来

を
生
き
る
う
え
で
大
切
な

癒
し
に
な
る
こ
と
を
や
さ
し

い
言
葉
で
語
り
か
け
ま
す
。

【
愛
す
る
人
を

亡
く
し
た
人
へ
】

　著
者
／ 

一
条 

真
也

出
版
社
／
P
H
P
文
庫

日
本
に
お
け
る
グ
リ
ー
フ
ケ

ア
研
究
お
よ
び
実
践
の
第
一

人
者
に
よ
る
、
大
切
な
存
在

を
失
っ
て
フ
リ
ー
ズ
し
た
心

を
再
生
へ
と
い
ざ
な
う
案
内

書
で
す
。
2
0
2
5
年
1
月

1
7
日
に
は
、
本
書
を
原
案

と
し
た
映
画『
君
の
忘
れ
方
』

（
坂
東
龍
汰
主
演
）
が
全
国

公
開
さ
れ
ま
す
。
グ
リ
ー
フ

ケ
ア
へ
の
理
解
と
取
り
組
み

が
進
み
つ
つ
あ
る
今
、「
ロ

ス
」
に
苦
し
む
人
に
寄
り
添

う
一
冊
と
な
る
こ
と
を
願
っ

て
、
本
書
を
文
庫
化
い
た
し

ま
し
た
。

新
刊
! 

葬
儀
関
連
書
籍

新
刊
の
売
れ
筋
ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら

葬
儀
関
連
書
籍
２
冊
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

※「PR TIMES」「＠Press」は企業や官公庁のプレスリリース情報を配信するサイトです。

八
女
仏
壇
の
新
製
品

柱
仏
壇
「
一
尊
」

　

近
年
の
核
家
族
化
に
よ

り
、
仏
壇
・
仏
間
な
ど
祈
り

の
場
が
な
く
な
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
手
を
合

わ
せ
、
他
者
を
想
う
ひ
と
時

は
、
現
代
人
の
暮
ら
し
の
な

か
で
も
大
切
な
も
の
だ
と

考
え
、
現
代
に
お
け
る
仏
壇

の
在
り
方
を
探
る
な
か
で
、

2
0
1
8
年
よ
り
新
し
い
仏

壇
を
製
作
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
福
岡
県
内
最
大

の
面
積
を
誇
る
八
女
市
の

「
八
女
杉
」
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１日（1958年）

１万円札が初めて発行。
図柄の聖徳太子は、昭和
25 年発行の千円札に
ついで２度目の登場。

初の１万円札
が発行される

2日（1960年）

石原裕次郎はデビュー
前から女優の北原三枝
のファンで、いくつかの
映画で共演もしていた。

石原裕次郎と
北原三枝が結婚

3日（1959年）

東京都で日本初の個人
タクシーに営業許可が
おりる。優良運転手
173 人を対象に許可さ
れる。

日本初の
個人タクシー

4日（1963年）

山陽スコットが『スコッ
ティ・トイレットティ
シュー75m』を発売し、
全国的に広く出回る。

ティッシュペ
ーパーが発売

7日（1958年）

東京タワーの公開が開
始。10月14日に完工、
12月23日に完工式が
行われ、正式な営業を開
始。

東京タワー
公開開始

8日（1980年）

ビートルズのメンバー
の一人、ジョン・レノ
ンが自宅前で狂信的な
ファンに射殺され死亡
する。

ジョン・レノン
が射殺される

9日（1911年）

浪曲家の桃中軒雲右衛
門が浪花節をレコード
に録音。日本初の両面版
SP レコードの吹き込
みとなる。

日本初のレコ
ード吹き込み

10日（1948年）

人間の自由・尊厳・権
利の平等を謳った世界
人権宣言が国連総会で
全会一致で採択される。

世界人権宣言
が採択

13日（1901年）

思想家の中江兆民が亡
くなり、死亡広告で初め
て告別式という言葉が
使われる。

日本初の
告別式

自動車生産台
数が世界一に

14日（1911年）

ノルウェーの探検家の
ロアルド・アムンゼン
と 4 人の隊員が、世界
初の南極点到達を果た
す。

アムンゼン隊
が南極点到達

15日（1974年）

国民的な人気でファン
を魅了した競走馬「ハイ
セイコー」が、引退レー
スの有馬記念に出走し
た。2000年に死去。

ハイセイコー
引退レース

16日（1890年）

東京市内と横浜市内の
間で電話交換が開始さ
れる。東京で155件、横
浜で42件が加入。

日本初の電話
事業が開始

20日（1952年）

東京の青山に「東京ボウ
リングセンター」が開
場。日本で初めての民間
ボウリング場となる。

日本初の民間
ボウリング場

21日（1969年）

NHK が日本初の音声多
重の実験放送を行う。
1982 年にテレビによ
る音声多重放送が開始。

初の音声多重
の実験放送

22日（1885年）

内閣制度が創設され、明
治維新の立役者の一人、
伊藤博文が初代の内閣
総理大臣に就任。

伊藤博文が
初代首相に

25日（1952年）

ラジオ関西で、日本の放
送局で初の電話リクエ
スト番組をクリスマス
特番として放送。

日本初の電
話リクエスト

26日（1934年）

日本初のプロ野球球団
「大日本東京野球倶楽
部」が結成される。選手
は沢村栄治など19人。

初のプロ野球
球団結成

5日（1957年）

当時のソ連で世界初の
原子力砕氷船「レーニン
号」が進水。厚さ2mの
氷を砕くことができる。

世界初の原子力
砕氷船が進水

6日（1920年）

薬品会社の近江兄弟社
が外皮用薬『近江兄弟社 
メンターム』を発表。全
国の家庭で愛用される。

国内でメンソレ
ータムを販売

11日（1957年）

初めて100円硬貨が発
行される。それまでの板
垣退助の肖像画が描か
れた紙幣と併用される。

100 円硬貨が
発行

12日（1980年）

この年の日本の自動車
生産台数が100万台を
突破し、アメリカを抜
き世界一となる。

17日（1952年）

京阪電鉄が「京阪スー
パーマーケット」を開
店。スーパーマーケット
という名称が初めて使
用された。

日本初のスーパー
マーケット

18日（1914年）

駅舎はレンガ造りの 3
階建てで、ドームの屋根
を持つ豪壮華麗な建物。
12月20より営業開始。

東京駅の完成式
が行なわれる

23日（1990年）

第二次競馬ブームの立
役者となった競争馬「オ
グリキャップ」が第35
回有馬記念で優勝し、引
退。2010年に死去。

群馬と新潟の間にある、
長さ 9704m のトンネ
ル。２年後開通。川端康
成の『雪国』にも登場。

オグリキャップ
引退レース

24日（1968年）

人類史上初めて月をま
わる軌道を飛行。宇宙飛
行士は月面を「砂のよう
な世界だ」とリポート。

アポロ 8号が
月周回旅行

29日（1929年）
清水トンネル
が貫通

文部省（現文部科学省）
が6・3・3制教育制度
が決定する。1947年４
月より実施される。

30日（1946年）
6・3・3制
教育制度決定

NHK の紅白歌合戦が開
場に観客を入れての公
開放送となる。以後、大
晦日の恒例になる。

31日（1953年）
紅白歌合戦
初の公開放送

27日（1958年）

国民健康保険事業の健
全な運営確保と社会保
障及び国民保険の向上
寄与を目的とした法律。

国民健康保
険法が公布

28日（1925年）

文部大臣の許可により、
東京と大阪の相撲が合
同して、財団法人大日本
相撲協会が設立される。

大日本相撲協会
が設立

12月（師走・December）

19日（1955年）

原子力の平和利用と「民
主的・自主的・公開」の
3原則を定めた「原子力
基本法」が公布される。

原子力基本法
が公布

(８)  


